




経済研究所 / Institute of Developing










































































































































































r国の受取家計所得 1単位当たりの s国第 i
品目の r国家計購入額（Crs も同様）
Xr＝［xi






























































































rs（rおよび sは内生国，i，jは部門）とすると，これは s国の j













































































内生部門（ 7部門） 付加価値項目 最終需要項目
1 . 農林水産業 1 . 雇用者報酬 1 . 国内最終需要
2 . 鉱業 2 . 営業余剰・混合所得 　（1）民間消費支出
3 . 製造業 3 . 固定資本減耗 　（2）政府消費支出
4 . 電気・ガス・水道 4 . 生産に課される税 　（3）総固定資本形成
5 . 建設 　（4）在庫品増加
6 . 商業・運輸 2 . その他世界への輸出






































































1985年 1990年 1995年 2000年 2005年
インドネシア × × × × ×
マレーシア × × × × ×
フィリピン × × ○ ○ ○
シンガポール × × × × ×
タイ ○ ○ ○ ○ ○
中国 × × ○ ○ ○
台湾 ○ ○ ○ ○ ○
韓国 ○ ○ ○ ○ ○
日本 ○ ○ ○ ○ ○






























































逆行列 拡大逆行列 拡大率 逆行列 拡大逆行列 拡大率












逆行列 拡大逆行列 拡大率 逆行列 拡大逆行列 拡大率
インドネシア 12.605 25.041 1.987 12.395 23.456 1.892
マレーシア 15.257 24.114 1.581 13.369 19.217 1.437
フィリピン 14.042 26.321 1.874 11.800 20.617 1.747
シンガポール 13.065 17.603 1.347 11.494 13.994 1.218
タイ 13.494 24.160 1.790 12.283 19.894 1.620
中国 16.645 24.063 1.446 18.876 29.980 1.588
台湾 12.931 21.357 1.652 11.999 18.624 1.552
韓国 13.475 21.044 1.562 13.422 20.550 1.531
日本 13.549 21.200 1.565 16.963 29.985 1.768





逆行列 拡大逆行列 拡大率 逆行列 拡大逆行列 拡大率
1 . 農林水産業 18.825 35.545 1.888 13.531 18.860 1.394 
2 . 鉱業 17.222 28.961 1.682 13.345 14.906 1.117 
3 . 製造業 23.106 35.549 1.539 41.868 75.643 1.807 
4 . 電気・ガス・水道 20.459 31.536 1.541 14.583 17.940 1.230 
5 . 建設 22.845 36.913 1.616 11.568 12.821 1.108 
6 . 商業・運輸 17.966 32.175 1.791 19.144 34.106 1.782 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































前方連関 後方連関 前方連関 後方連関
インドネシア 0.547 0.619 0.860 1.071
マレーシア 0.705 1.739 0.941 2.829
フィリピン 0.084 0.692 0.193 2.434
シンガポール 0.765 2.548 0.873 2.445
タイ 0.197 0.871 0.637 1.848
中国 0.856 0.355 3.104 0.873
台湾 0.383 1.023 0.974 1.905
韓国 0.272 1.021 1.216 1.269
日本 3.155 0.405 3.955 0.541










































1位 2位 3位 4位
＜1985年＞
インドネシア 日本（0.191）シンガポール（0.138） 米国（0.127） － －
マレーシア シンガポール（2.951） 米国（2.379） 日本（2.126） － －
フィリピン 米国（0.268） 日本（0.205） マレーシア（0.152） － －
シンガポール 日本（5.592） マレーシア（2.740） 米国（1.951） － －
タイ 日本（0.984） 米国（0.793）シンガポール（0.239） － －
中国 日本（0.977） 台湾（0.129） 米国（0.109） － －
台湾 日本（1.028） 米国（0.695） タイ（0.138） － －
韓国 米国（0.480） 日本（0.412） 台湾（0.028） － －
日本 米国（0.213） 韓国（0.145） 台湾（0.129） － －
米国 日本（0.811） 台湾（0.291） 韓国（0.201） － －
＜2005年＞
インドネシア シンガポール（0.990） 中国（0.987） 日本（0.625） 米国（0.502）
マレーシア 中国（1.492） タイ（1.210） 米国（0.970） 日本（0.964）
フィリピン タイ（0.294） 米国（0.178） 中国（0.104） 日本（0.099）
シンガポール 中国（2.412） マレーシア（2.164） 日本（1.988） 米国（1.610）
タイ 日本（3.053） 中国（1.078） 米国（0.824） マレーシア（0.572）
中国 日本（0.525） 台湾（0.312） 韓国（0.308） 米国（0.277）
台湾 日本（1.997） 中国（1.231） 米国（1.078） 韓国（0.362）
韓国 中国（1.203） 日本（0.783） 米国（0.679）シンガポール（0.207）
日本 中国（1.849） 米国（0.499） タイ（0.190） 韓国（0.143）






















インドネシア  0.6  4.5
マレーシア 10.6  6.9
フィリピン  1.0  0.9
シンガポール 15.2 11.0  
タイ  2.5  6.9
中国  1.3  1.7
台湾  2.0  5.5
韓国  1.0  3.2
日本  0.7  3.1
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